モデル事業実施施設・事業報告書（(1)継続実施施設）
【（様式③）モデル事業に対する評価】

※職域の専門家およびコンサルタントが執筆してください

 （評価内容とキーワードを箇条書きで執筆）
１．対象事業（２年次対象作業科目）の選定内容の評価［ターゲットの絞り込みの妥当性］
	［キーワード］

　・食品事業のバーチカルマーチャンダイジングの確立

　・学習と実地見学、知識・技術・技能の習得

	［評価］

・ 食品事業は、より安定した工賃収入を得るための販売促進の戦略を具体化に結びつけた。

・ 印刷事業においては、外注費率を抑えていかに内製比率を高めて工賃の源泉である限界利益を高めるかが最大の課題だった。そのための方策として利用者の技術力を向上させることを重点目標に進めてきたが、パソコンを扱うスキルアップが一定の成果を上げ、今後の事業展開に期待が持てる体制ができた。

・ 自主製品の開発については、販売できる試作品の製作までには至らなかったが、地域ネットワーク会議でのアドバイスと協力を得て、製品・コンセプト・戦略の絞り込みができた。


２．具体的数値目標（２年次目標）の達成度についての評価［最終目標の達成の見通し］
	［キーワード］

　・事業計画の再策定

　・技術力の向上、自主製品の開発

	［評価］

・ 平成21年４月スタートの食品事業をメインとする新規事業計画の具体的な骨格策定ができた。

・ 印刷事業における技術力の向上については、利用者のスキルアップができ、売上を計上できるまでになり、一定の成果を収めることができた。

・ 自主製品の開発については、試作品の製作までを目標に進めてきたが、野菜づくりの試作はできたものの、試行錯誤が続き自主製品の開発・試作までには至らなかった。


３．改善計画・実行スケジュールの進捗状況とその評価（来年度以降の計画実行の見通し）
	［キーワード］

　・施設移転が平成２１年４月へ１年延期

　・重点実施報告書の活用とスケジュール管理

	［評価］

・ 毎月１回の作業開拓プロジェクト会議で実行スケジュールの確認を行い、地域ネットワーク会議での内容を、お互いにフィードバックしながら事業の質を高めることができた。

・ 食品事業は、経営力・店舗力・商品力・人間力をテーマにスケジュールを立て、基礎知識の習得、調理実習、リサーチ、見学会等を取り込みスケジュール通りに進捗した。ただ、改正建築基準法の影響で開業が１年延期となり、今後のスケジュールの見直しが必要になった。

・ 自主製品の開発についてはアイデアがなかなか浮かばず、スケジュール通りにいかない場面が続いた。


４．地域ネットワーク会議の果たした機能と効果についての評価
	［キーワード］

　・協力体制から生まれたヒント

　・アイデアの提供、実施の協力

	［評価］

・ 充実した地域ネットワーク会議を通じて方向性が見えた。

・ ストーリーのある明確な事業計画ができた。

・ アイデアの提供・実行の協力など、実務的に大変有意義なバックアップがいただけた。


５．職員・利用者のスキルアップのための研修の効果についての評価
	［キーワード］

　・需要分析とリサーチ

　・意欲と積極性、そして着実なスキルアップ

	［評価］

・ 食品部の現場研修では専門知識等が無かったために、研修というより見学に過ぎなかった。

・ 勉強会を重ねるに従って、利用者の姿勢と取り組みに意欲と積極性が見られた。

・ パソコン業務のスキルは着実にアップが見られ、売上を計上するまでになった。

・ 野菜づくりの試作や竹細工の籠の試作など、利用者のものづくりへの意欲が見られた。


６．１年目と比較して工賃アップに対する職員の意識・利用者（家族）の理解についての評価
	［キーワード］

　・意識の変化とポテンシャル

　・目標意識の醸成

	［評価］

・ 勉強会を通じて、回を重ねる度に職員と利用者の意識向上が見受けられる感じがした。それにより職員と利用者の不安が少しずつ解消されてきたのではと思えた。

・ １年目は工賃アップに対する期待や不安が見受けられたが、２年目はより目標が明確になり、目標達成に向けて、いかに取り組んでいくかに変ってきた。特に、利用者の方が職員より目標意識が高いのではないかと感じた。


７．総合評価
	［キーワード］

　・コンセプトの絞り込み

　・教育訓練による意欲向上とスキルアップ

	［評価］

・ 食品事業・印刷事業・ものづくり事業のそれぞれにおいて、より事業のコンセプトが絞り込まれ目標が明確になったことで、やるべきことが利用者・職員の間で共通認識でき実行に結びつけられた。

・ 教育訓練により、さらに意欲が向上し着実に知識・技術・技能のアップが見られ、利用者・職員にとっては教育訓練の重要性を実感できたのではないか。


８．２年目の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望
	（２年目の取り組みにおける反省点）

・ 施設移転が１年延期になり、必要な機械・設備の導入のタイミングがズレたこともあり、実務研修・トレーニングの計画が順送りになった。このために途中で緊張感が薄らいだ感は否めない。

・ 自主製品のアイデアがなかなか浮かばず、日頃からの問題意識の重要性が再認識できたのではないか。

（今後の課題・展望）

・ 工賃水準ステップアップのためには、事業として成り立つことが必要である。当然のことながら、企業経営的な発想が求められるものであり、中途半端な取り組みでは到底達成できない。

・ 立ち上げ当初は、外部の専門家を活用し、積極的にノウハウを吸収し自分たちのものにする必要があるのではないか。

・ また、社会経済環境は常に変化するものであり、時代に適応できるように常に利用者・職員とも教育訓練を怠らないことが大切である。

・ 元々施設の移転・建替えの完成時期に新規開業を目指して進めてきたことが、さらに１年繰り延べになり、準備期間が十分にとれるという良い面はあるものの、平成20年度中に計画の一部でも前倒しで実行し何らかの形で実績に結びつけば本格的な移行時の弾みになるので、平成20年度の取り組みが肝要である。


９．工賃水準ステップアップ事業（モデル事業）のすすめ方に対する意見・提案
	・職域の専門家やコンサルタントの立場から－今後工賃アップに取り組むコンサルタントへのアドバイスなどを執筆

・ 最終的には、利用者・職員の方々が自分たちで自立して事業を推進していかなければならない。そのためには、外部の専門家やコンサルタントが積極的に経営に関するノウハウや事例を還元していく必要がある。

・ また、外部とのネットワークづくりの推進者としての役割も必要である。

・ 一般の企業と異なり、利用者・職員のコンセンサスづくりに注意を払うべきである。


【「職域の専門家・コンサルタントの業務報告書」を添付】

※モデル事業の実施プロセス、具体的な業務内容、取り組み成果など

※写真などを多用して事業の様子やプロセスが分かるよう工夫して執筆してください。
